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１．開催期日  2017 年 7 月 22 日（土） 13：00～16：40 
２．会  場  藤女子大学人間生活学部（花川キャンパス 石狩市花川南 4 条 5 丁目 0133743111） 
３．主  催  藤女子大学人間生活学部人間生活学科 
４．参 加 者  小学校・中学校・高等学校・大学の家庭科教育関係者，大学院生，関心のある方 
５．講座内容 
 

































受 付  （271 教室） 
 
１．開講式   開講の挨拶       人間生活学科主任  伊井 義人 
 
 
２．講 話  「 家政学から人間生活学へ， 
そして人間生活学科・現代家政専修へ 」 





















４．閉講式   閉講の挨拶       人間生活学科主任  伊井 義人 
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９:00～10:30 １時間目  果物に含まれる食物繊維（ペクチン）を利用した実験と実習 
―ジャム作りを題材として―（348 衣・食環境実験室） 




13:20～14:20 ３時間目  食生活と健康との関わり① 食物繊維の働き（272 教室） 
14:30～15:30 ４時間目  食生活と健康との関わり② たんぱく質の栄養（272 教室） 

































抽出実験を行い，抽出された DNA の様子を観察した。 
 
（５）筆記試験 
 講習で取り上げた内容から３題を出題した。試験時間は 60 分とした。 
 
４．講習を終えて 
日常の食生活の中には様々な科学的なことが関わっている。料理を作る際に「このような
調理操作を行うのはなぜか」「食品がなぜこのように変化するのか」ということの根拠を知
ることは，食生活への興味・関心を高めるために役立つと思われる。したがって今後も，家
庭科教育の食領域においては，今回のような実験と実習を連動させた学習内容を検討して
いく必要があると考えられる。 
 以下に，今回の受講者の方の事後アンケートの記述内容を一部抜粋して示す。 
 
・ 身近な内容ですぐに実践しやすい内容でよかった。 
・ 遺伝子の取り出し実験は，初めてで興味深かった。 
・ 実験・実習が多かったので新たな知識・発見を実感できました。 
 
いただいた内容を踏まえ，今後も現場の家庭科の先生方が実践可能な内容を提供できる
よう取り組んでいきたい。 
 
岡﨑 由佳子（藤女子大学人間生活学部） 
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